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スリランカ

セイロン雇用者連盟

セイロン雇用者連盟（EFC）は1929年に設立され、今日ではスリランカの全国雇用者団体である。
EFCはまた、スリランカにおけるILOの雇用者構成機関であり、IOEの加盟団体である。
EFCには現在700以上の雇用主が加盟している。

EFCは以下のサービスを提供している。

• 政策関連事項に関する擁護活動およびロビー活動

• 労使関係の管理、懲戒問題、関連する対応などに関する法律および人事アドバイザ

リー・サービス

• 労働審判、仲裁、労働局照会、労災補償委員会照会、IR紛争、および特別雇用管轄

の治安判事裁判所での訴訟の代理

• 加盟組織および非加盟組織を対象とした、労働法、人事、労働安全衛生（OSH）に

関する研修の実施

• 特別法務・人事配置、報酬・福利厚生調査、労働法、人事管理・アウトソーシング

監査、実績管理システムに関するアドバイス、作業研究、従業員エンゲージメン

ト・情勢調査、雇用関連ポリシー・マニュアルの策定・見直しなどの法務・人事管

理ソリューション

• 雇用関連の側面からの研究・出版

役割：労使関係アドバイザー

現在の業務

• 労働法・雇用法、労使関係、人事管理に関す

る加盟企業へのアドバイザリー・サービスを

提供する。

• 労働審判所、労働省、労働者災害補償裁判所

において法的申し立てを行う。

• 加盟企業に対し、労働法・雇用法および人事

管理に関する研修を実施する。



スリランカの

経済危機

• 2022年、スリランカは

深刻な経済危機に直面

• 燃料不足

• ガソリン不足

• 停電

• 必要な食糧と医薬品の

不足

• 物価上昇と生活費の高騰



スリランカの経済危機、

政情不安と社会不安

• 政権交代を求める国民の抗議

行動

• 2022年7月、国内で勃発した

暴動により前大統領が辞任し、

現職大統領が就任した。

• 国内の社会不安と政情不安は、

多くの産業に悪影響を与えた。

特に観光産業は、国の経済に

おいて重要な役割を果たして

おり、第3位の外貨獲得源で

ある。



スリランカ経済危機、

産業界への影響

• 電力・エネルギー危機は農業、工業、サービス業に影響を与えている。

• 輸出産業は、燃料不足と停電によって事業の円滑な運営が阻害され、マイナ

スの影響を受けた。

• 燃料不足のために従業員が出勤できなくなり、生産現場で手作業を必要とす

る産業が影響を受けた。

• アパレル産業などの雇用主は、発電機や燃料に投資するための追加コストを

負担しなければならず、間接費が増大した。

• 建設業界は、資材が予定通りに届かず（輸入制限によるセメントの不足な

ど）、プロジェクトの完成が遅れるという課題に直面した。

• 外貨不足により、輸出業者や輸入業者は生産に必要な原材料や輸出用商品を

入手しづらくなっている。

• 輸出業者が納期目標を達成し、品質・技術水準を維持できるかどうかという

点で、アパレル産業などにおけるバイヤーの信頼を失うリスク

• 頭脳流出 －安全な仕事を求めて他国に移住する若者と高学歴者



スリランカの経済危機、

その回復と労働法改革

• スリランカは国際通貨基金（IMF）に支援

を求めた。

• スリランカ政府は、外国投資を誘致するた

めに労働法改革が必要であることを認識し

ている。

• EFCは長い間、民間セクターを代表して労

働法改革を提唱してきた。

• その目的は、柔軟性に欠ける旧式の労働法

を、より投資家に優しい規制に置き換え、

スリランカへの投資を促進することである。



提案されている

労働法改革

• いくつかの法律を廃止（例：労働者の雇用終了に関する法律［TEWA］、

労働争議法、店舗・事務所従業員法、賃金委員会条例、工場条例、女

性・青少年雇用法など）、およびこれらの法律を更新し、法典を制定す

る。

• パートタイムや柔軟な勤務形態に関する規定を制定する。

• 労働安全衛生規制を強化する。

• 職場における性別に基づく暴力やセクシャル・ハラスメントに対処する

ための特定の法を導入する。

• 女性労働者の夜間労働従事制限の改革（*最近、IT産業の女性労働者の夜

間勤務を認めることが閣議決定された。）



事業の責任ある代弁者

としてのEFCの役割

• EFCは労働法改革を提唱し

てきた。

• 経済危機によって直面する

こととなった課題を軽減す

るために雇用主が採用した

ベスト・プラクティスにつ

いて話し合い、共有するた

めのフォーラムを開催した。

• 危機下の事業の持続可能性

と回復力に関して、雇用主

にアドバイザリー・サービ

スを行っている。
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